
教養教育に関するカリキ ュ ラ ム の 見直 し

法学部鯰越溢弘

I . 教養教育に関する法学部の理念

法学部におい て は ､ 教養教育を四年間
一

貫教育の 中

で どの ように位置付けるかとい う視点か ら検討を して

きた ｡ 教養教育に関して は ､ ドイ ツ流 の 人格的素養を

養成するた め の教養教育とい う理念と専門基礎教養の

教育とい う 二 つ の 理念が考えられるが ､ 法学部におい

て は ､ 前者に関して は ､ 僅か 一

年間 の 『教養教育』 で

は実現不可能で あり, 生涯教育と して 位置付ける必要

があるとい う立場か ら､ 後者に力点を置く こととした ｡

しかも､ い わゆる就職協定の 廃止 ､ 資格試験や公務

員試験の 実施時期等の影響に より ､ 4 年次 の前期にお

け る教育の空洞化が進ん で い る現状を直視するならば､

『教養教育』 とい うよりは ､ 法学部の 新入生に対する

教育をどのように行うか ､ とい う観点か らカリキ ュ ラ

ム 改革を行う必要が ある｡

2 . 新入生教育について

『教養教育』 を新入生に対する専門基礎教養の 教育

と して位置付ける法学部にお い て は ､ 新入生教育と し

て ､ (彰卒業後の進路と して 魅力ある職業の発見を手助

けするため の講義､ (参専門教育を受けるた めに必要な

思考法及び技術を修得させ るため の講義､ (卦専門科目

の学習意欲を喚起するため の 講義 ､ ④そ の他 の 一

般教

養を身に つ けるため の講義を開講す ると共にそ の 受講

を勧め てきた ｡

そ し て ､ こ の 目的を達成するた めに ､ 語学 ･ 体育と

い っ た 必修科目に関 して は ､ い わ ゆる 『ブ ロ ッ ク制度』

を提唱 し､ 法学部の 新入 生が ､ 法学部の 意図する カリ

キ ュ ラ ム に従 っ て 学習で きるようにす るよう 『教養教

育』 を担 当する大学教育セ ソ タ
一 に配慮を求めきた ｡

4 年生
一

貫教育を実現す るため には ､ よ り
一

層の 工

夫と努力が必要で あ ろう｡

3 . 語学教育につ いて

『教養教育』 におけ る語学は ､ 初修外国語と既習外

国語があるが ､ 僅 か 6 単位 の 授業で は ､ 実際に役立 つ

教育は不可能で ある｡ そ こ で ､ 法学部におい て は ､ 新

入生を対象と して ､ 英語に関して はイ ギリ ス ( オ ッ ク

ス フ ォ
ー ド大学) ･ カ ナ ダ ( ア ル バ 一

夕 大学) におい

て ､ ドイ ツ語に関して は ドイ ツ ( ボ ン大学) におい て ､

中国語に関して は ､ 中国 (精華大学) にお い て ､ それ

ぞれ 1 箇月間の 『サ マ ー
･ ス ク ー

ル』 を開講 し､ 更に ､
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4 年次に 1 年間 の海外留学制度を活用する等､ 海

外 の 大学における語学及び法 ･ 政治学の 研修を行わせ

て い る ｡

こ の ように ､ 法学部の語学教育に関 して は ､ 教養教

育の 占め る比重は相対的に小さい が ､ 語学が必修科目

と して残存する限り ､ そ の教育内容及び水準に関して ､

4 年間
一

貫教育の 視点から改善を要請 して いく必要が

あろう ｡

4 . 体育につ いて

語学 と並ん で体育も教養必修科目に指定されて い る

が ､ 体力 の増強及び技能の修得に関して疑問があると

言わざるをえない ｡ 各種ボ ラ ン テ ィ ア 活動及び部活動

等の 単位振替を検討する必要が あろう｡

5 . まとめ

教養教育の実施に関 して は ､ 全学出動体制をと っ て

い るが ､ 各学部の 教育理 念を明確に し､ 教育内容及び

教育方法の改善を更に推 し進めると共に ､ 研究 ･ 教育

の高度化に推進するた めにも､ 人材の 適正 な配置と効

率的な運用を検討す べ き である｡
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